




















































蛋白の発現動態を解析した結果、 NOCl8の添加によりheatshock proteIn 70 (HSP70)と hcmeoxygenase 
-1 (HO寸)の発現が著明に増加していた.ミ卜コンドリア電チ伝達系の特異的阻害剤を添加しでも細胞内
ATPレベルが低下し、プロテオグリカン産生が抑制されるが、この際にもHSP70とHO-1の発現が情強した。
NOや電子伝達系阻害剤はマトリクス合成を阻害する反面、細胞のHSP70やHO・Iの発現を別加させ、生
存能を増強した。 NOの産生が増加する炎症局所では、これらの応答反応により軟骨細胞の生存能力が情強
し、炎症病態における増悪が抑制されているuJ能a陀が示唆された。
本研究は、 NOがミトコンドリア呼吸聞害を介し、関節炎の進展を調節しうるという新しい知見を示した
ものであり、この領域の研究に寄与する点は少なくないと考えられる。よって、本研究者は博士(医学)
の学位を授与するに値すると判定した。
-326-
